
Japan Society for Atmospheric Environment

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　for 　Atmospherio 　Environment

1F1700 −3

臭気測定機関へ の ア ンケー
ト調査結果及 び精度管理 に向けた取 り組み の有効性

　　　　　　　 ○ 重岡 久 美子

（社）にお い ・か お り環境協会

1 ）は じめ に

　近年 の 臭気指数規制の 全国的な拡大に伴 い 、嗅覚測定法 へ の 需要が年々 増加 し て い る。嗅覚測定法は 人 の

鼻を用 い る こ とか ら
一一

般 的に測定精度は低 い とい うイ メ
ージ が あるため、それを払拭するためにもよ り

一
層

の精度確保に 向 けた 取組み が 必要 で あ る。

　本稿で は 、嗅覚測定法を実施 して い る測定機関 に 対 しア ン ケ
ー

ト調査を行 い 、精度管理体制の 現状 を把握

するとともに、環境省が精度管理 の ため に推進 し て きた 「内部精度管理 」 や く社）にお い ・か お り環境協会

（以下、厂当協会」 とい う）で 実施 して い る 厂臭気測定認定事業所制度1 及 び 「技能 向上研修会」 の 精度向上
へ の 有効性 に っ い て 、外部精度管理 （ク ロ ス チ ェ ッ ク）結果 をもとに検証を行 っ た。

2 ）臭気測定機関へ の ア ン ケ
ー

ト調査

腿

　 ○実施期間　平成 20 年 1 月 11 目 （金） 〜 1 月 28H 　（月）

　 ○実施方法　郵送 に よ り配 布 し、回 答 は 郵送 、FA）［及 び 電 子 メ
ー

ル に て 回収

　 ○発 送 先　臭気測定認定事業所、（社） 日本環境測定分析協会会員、ク ロ ス チ ェ ッ ク参加機関　計　428 件

　 0 回 答 数　182件

．QILEEIIESiwal
　　 今回 の ア ン ケ

ー
ト調査 で は 、 嗅覚測定の 委託分析 を行 っ て い な い 機 関 に 対 して も調査票を配布 したため、

　 回収率と して は高 くない もの の 、他 の 環境計量証明事業所 と比較 し て 臭気指数測定を受託 し て い る機 関数

　 は あま り多くない ため 、今回 の 182機 関か らの 回答は、国内 の 測定機関 の 状況 を ほ ぼ反 映 して い る と考え

　　られ る。な お 、今 回 の ア ン ケ
ー

ト調 査 結果 の 概要 を以下 に 示す n
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1．畜 産農業

2．飼料
・
肥料製造エ 場

3．食 料品製造工 場

4．化 学工 場

5．その 他 の 製 造工 場

6．サービス業

フ．その 他

8．建設作 業現 場

g．個人住 宅 ・
ア パート

10．不 明

11．襲 鼠等の におい の

12．脱臭装置等 の性 能

一

図一1　平 成 童8隼 度臭気測 定実績

麹
灘 定依 頼 主 劉の 対象業種検体数 （嗅 覚測定法）

》　臭気指数規制の 全国的な普及 にともない 、に お い の 評価方法は嗅覚測定法 の 方が特定悪臭物質濃度 の

　　測定よ り多い こ とが 分か っ た （図一1）、

〉　臭気指数測定 は、自社管理 として 「サ
ー

ビ ス 業 1 や 「そ の 他製造工 揚」 の 事業者 か らの 依頼で 行 われ

　　 るこ とが多い （図一2）。

》　臭気 の 測定機関 の 大半は 、嗅覚測定法 と物質濃度を両方測定し て お り、環境計量 証明事業所 で もある

　　 こ とが分か っ た。

》　嗅覚灘定法 へ の 品質確保 と し て は 、同 じ部署の 臭気判定 士 が チ ェ ッ ク をするとい う回答が最も多く、

　　回答機関 の 半数は外部精度管理 を実施 し、 内部精度管理 は 30％未満の 低い普及率 で あ っ た。また、

　　嗅覚測定法 で 独立 した信頼性確保部門を もっ て い る と こ ろは 少数 で あ っ た。
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3 ）精度管理 へ の 取 り組 み の 効果

　毎年約 100機関の測定機関で 行 っ て い る外 部精度管理 （ク ロ ス チ ェ ッ ク）結果 を基に 、内部精度管理 の 有

効性、臭気測定認定事業所制度 の 有効性 、技能 向上研修会の 有効性 にっ い て検定を行 っ た。

（1）内部 n 度管理 の 有　性

　内部精度管理 の 実績 の あ る機関 とこ れま で

一
度 も経験 が な い 機関 と の 違い に つ い て解析

を行 っ た （図一3）。そ の 結果、内部精度管理 を

実施 し て い た機関 の 平均臭気指数は 32．3 とな

り、参照値 （32，4）に近 い 結果が得 られた。
一

方、内部精度管理 の 実績がな い 機 関の 平均臭

気掴数は 30．6 と低く、片側検定（有意水準 5％）

で も内部精度管 理 の 有無に よる差 が明 らか と

な っ た e

一

　平成 19年度の ク ロ ス チ ェ ッ ク結果をもとに 、

認 定事業所 の 登 録 を 受 け て い る 機 関 と登 録 を

受 け て い ない 機 関 （そ の 他の 機関）を比 較す

る と、か たよ り、ぱ らつ きの 評価 とも、認 定

事業所 の 方 が 良好な結果 と な っ て い た （図4 ）。

そ の 他 の 機関 で は 、 ぱ らつ きか た よりともに

許容範囲を超 えて い る機 関が 5％ あっ た。
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図一3 内 部精 度管 理 の 実績 と ク ロ ス チ ヱ ッ ク結 果

図一4　臭 気 測 定認 定事 業所 の 登録 と精度評姫結果 （H19）
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　　 こ れ ま で ク ロ ス チ ェ ッ ク を行 っ た機 関 にっ

　 い て は、集計表な どか ら分か っ た機関毎 の 留

　 意点を付 し、研修会に て講評を行 っ て きた （約

　 8割 の 機関が指摘事項 あ り｝。そ こ で 、平成 18

　 年度 の 指摘事項 を平成 19年度今年度に改善し

　 て い る機関 と改善 して い な い 機 関 に 分け て 、

　 平成 正9 年度 の 測定結果への 影響に つ い て解析

　　を行 っ た （図一5）。

　　 そ の 結果 、指摘事項を改善 し た機関の 方が

　 参照値 に近 い 臭気指数が得 られ 、改善 し て い

　　ない 機関よ りか た よりが少ない こ とが分か っ た。

　 　 12　14　16　1e　20　22　 24　 25 　 28　 30　 32　 34　 36　 3S　 40

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 臭気指数

図
一5　技能向上 研修会で の 指摘事項の改善効 果 （Hl9）

よっ て 、指摘事項の 改善 の 有無 に よっ て も測定精度が影響 して い ると考えられ る。

　なお、指摘事項に は 、試験時問、 付臭番号 の 付 け方、初期希釈倍数 の 設定、結果 の 表 示 、集計用紙 へ の

記載等、多岐に わた る 内容 で あ っ た。

4 ） まとめ

　　 嗅覚測定法 の 精度管理 は今後益 々 重要性が高ま る と考え られ 、嗅覚測定法の 精度 向上 の ためには臭気判

　 定士 を は じ め と し、行政 、業界団体が
一

体 とな っ て 取 り組む こ とが必要であると考 え られ る。また、今回

　 の 解析に より、内部精度管理 、臭気測定認 定事業所制度、技能向上研修会 （ク ロ ス チ ェ ッ クを含む）は精

　 度確保の 上 で 有効 な ツー
ル で ある こ と が確認 された。今後こ れ らの取 り組み を普及す るこ とが期待 され る。

本事 業は 平成 19年 度環 境省 請負業務 「新 た な嗅覚測定法及び精度管理検討調査 業務」 の
一

環 と して 行 っ た も の で あ る。
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